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◇
仏
教
婦
人
会
連
盟
東
日
本
大
震
災
支
援
活
動
報
告 

 

今
年
も
新
米
の
収
穫
時
期
を
迎
え
、
教
区
仏
教
婦
人
会
連
盟

が
単
位
会
か
ら
募
集
し
た
富
山
県
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
八
十
八
袋
を

宮
城
県
名
取
市
の
箱
塚
桜
仮
設
住
宅
・
愛
島
東
部
仮
設
住
宅
に

お
届
け
し
た
。 

 

こ
の
支
援
活
動
は
、
津
波
に
よ
り
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
た

名
取
市
閖
上
地
区
に
お
住
ま
い
だ
っ
た
方
が
避
難
生
活
を
送
る

愛
島
東
部
仮
設
住
宅
、
箱
塚
桜
仮
設
住
宅
を
対
象
に
、
教
区
仏

婦
独
自
の
活
動
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
今
年
で
六
回
目
。 

 

本
来
で
あ
れ
ば
十

月
二
十
三
日
・
二
十
四

日
の
両
日
に
お
い
て

執
行
部
が
両
仮
設
を

訪
問
し
、
事
前
に
集
会

所
に
お
届
け
し
た
お

米
を
一
軒
一
軒
訪
問

し
て
配
布
す
る
予
定

で
あ
っ
た
が
、
大
型
台

風
の
影
響
で
今
回
は

延
期
と
な
り
、
仮
設
自

治
会
に
お
米
の
配
布

を
お
願
い
し
、
十
一
月

二
十
九
日
・
三
十
日
に

改
め
て
両
仮
設
を
訪

問
し
、
聞
き
取
り
調
査
と
交
流
会
を
行
っ
た
。 

 

箱
塚
桜
仮
設
は
、
今
年
度
末
で
廃
止
と
な
り
、
二
〇
一
八

年
十
二
月
ま
で
に
復
興
支
援
住
宅
な
ど
に
入
居
が
決
ま
っ

て
い
る
方
は
美
田
園
第
一
仮
設
に
転
居
し
、
そ
れ
以
外
の
方

は
愛
島
東
部
仮
設
に
転
居
と
な
る
と
い
う
話
で
あ
っ
た
。 

愛
島
東
部
仮
設
は
名
取
市
最
大
の
仮
設
住
宅
で
あ
り
、
今

後
は
廃
止
と
な
っ
た
小
規
模
仮
設
の
入
居
者
の
受
け
入
れ

先
と
な
り
、
平
成
三
十
一
年
度
末
ま
で
存
続
が
決
定
し
て
い

る
と
い
う
事
で
あ
っ
た
。
現
在
は
四
十
四
世
帯
が
入
居
さ
れ

て
い
る
が
、
転
居
が
決
ま
っ
て
い
る
人
も
多
く
、
訪
問
し
た

日
も
引
っ
越
し
業
者
の
ト
ラ
ッ
ク
が
二
台
作
業
中
で
あ
っ

た
。 

箱
塚
桜
・
愛
島
東
部
仮
設
の
皆
さ
ん
の
表
情
は
去
年
と
比
べ

て
も
一
様
に
明
る
く
、
少
し
づ
つ
で
は
あ
っ
て
も
状
況
が
進

み
つ
つ
あ
る
こ
と
が
希
望
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
う
か
が

わ
せ
た
。 

し
か
し
、
今
後
の
行
き
先
が
決
ま
ら
な
い
方
の
ほ
と
ん
ど

は
新
た
に
ロ
ー
ン
を
組
ん
で
住
宅
を
購
入
す
る
こ
と
が
難

し
い
高
齢
の
方
や
病
気
の
方
で
、
ま
た
復
興
支
援
住
宅
に
入

居
し
た
場
合
、
仮
設
の
よ
う
な
補
助
や
介
助
、
見
回
り
な
ど

の
サ
ポ
ー
ト
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
に
不
安
を
抱
い

て
お
ら
れ
る
方
も
お
ら
れ
、
本
来
は
不
自
由
な
仮
設
住
宅
ぐ

ら
い
し
が
重
要
な
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
担
っ
て
い
る
面
も
あ

り
、
復
興
が
進
む
中
で
も
ま
だ
ま
だ
問
題
は
山
積
し
て
い
る 
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よ
う
で
あ
っ
た
。 

愛
島
東
部
仮
設
の
自
治
会
長
さ
ん
は
、
今
後
は
ど
ん
ど
ん
転
居
が
進
ん
で

人
数
も
減
っ
て
は
い
く
が
、
最
後
ま
で
残
さ
れ
る
人
が
い
る
以
上
、
代
表
と
し

て
最
後
ま
で
残
っ
て
仮
設
の
人
た
ち
の
面
倒
を
み
て
い
く
、
と
言
わ
れ
て
い

た
の
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。 

 ◇
高
岡
会
館
報
恩
講
勤
修 

今
年
も
十
一
月
二
十
七
・
二
十
八
日
の
両
日
、
会
館
報
恩
講
が
営
ま
れ
、
初

日
の
夕
方
に
は
教
化
団
体
合
同
に
よ
る
お
初
夜
「
親
鸞
聖
人
を
語
る
夕
べ
」
が

開
催
さ
れ
、
約
八
十
名
が
参
加
さ
れ
た
。 

こ
の
「
語
る
夕
べ
」
は
会
館
が
建
て
ら
れ
た
二
年
後
の
一
九
九
四
年
か
ら
催

さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
そ
の
趣
旨
と
し
て
「
報
恩
講
の
意
義
を
考
慮
し
た
企
画

を
盛
り
込
み
、
会
館
や
寺
院
に
こ
ら
れ
る
こ
と
の
少
な
い
方
々
（
特
に
青
壮
年

層
）
へ
の
参
加
呼
び
か
け
の
機
縁
と
す
る
」
こ
と
が
目
指
さ
れ
て
い
る
。
最
初

に
、
宗
祖
讃
仰
作
法
に
よ
る
音
楽
法
要
が
勤
め
ら
れ
、
西
岡
教
務
所
長
の
導
師

の
も
と
、
正
信
偈
が
唱
え
ら
れ
る
と
、
参
拝
さ
れ
た
方
々
も
一
緒
に
お
勤
め
さ

れ
る
姿
が
多
く
見
ら
れ
た
。 

 

続
い
て
、「
報
恩
感
謝
に
学
ぶ
」
と
い
う
講
題
で
高
岡
龍
谷
高
校
教
諭
の
鷺

森
昭
見
さ
ん
（
氷
見
西
組
浄
善
寺
住
職
）
の
講
演
が
行
わ
れ
た
。
鷺
森
教
諭
は
、

学
校
で
の
具
体
的
な
取
り
組
み
や
、「
人
間
学
」
の
授
業
で
の
子
ど
も
た
ち
の

反
応
や
意
見
な
ど
を
紹
介
さ
れ
る
な
か
で
、
浄
土
真
宗
の
教
え
が
高
校
生
に

具
体
的
に
ど
の
様
に
伝
わ
っ
て
い
る
か
を
お
話
し
さ
れ
、
参
加
者
は
熱
心
に

耳
を
傾
け
て
い
た
。 

今
後
も
こ
の
「
親
鸞
聖
人
を
語
る
夕
べ
」
で
は
、
伝
統
的
な
法
座
の
形
態
に

こ
だ
わ
ら
な
い
新
し
い
法
座
の
あ
り
方
を
模
索
し
て
、
社
会
に
あ
る
様
々
な

テ
ー
マ
を
取
り
上
げ
て
い
き

た
い
と
し
て
い
る
。 

ま
た
、
翌
二
十
八
日
に
は
、

各
組
か
ら
の
法
中
出
勤
の
も

と
午
前
・
午
後
と
報
恩
講
が
、

講
社
連
盟
の
講
員
の
方
々
な

ど
百
六
十
名
の
方
が
参
拝
さ

れ
る
な
か
勤
め
ら
れ
、
磯
原
孝

雄
さ
ん
（
五
位
組
光
明
寺
）
が

「
私
を
明
ら
か
に
す
る
教
え
」

と
の
ご
講
題
で
ご
法
話
を
さ

れ
た
。 

両
日
の
お
斎
接
待
に
は
、
教

区
の
寺
院
女
性
会
及
び
仏
教

婦
人
会
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

           
仏婦ダーナ 
募金のご報告 

 

 教区仏婦連盟では、今

年のダーナ募金の集金を

１２月４日（月）に行い、 

５４９,５６２円ものご

寄付がありました。あり

がとうございました。 

 

ご協力くださったみな

さまに重ねて厚く御礼申

し上げます。 

 

        合 掌 



 

3 

◇
御
同
朋
の
社
会
を
め
ざ
す
運
動
の
コ
ー
ナ
ー 

第
二
回
「
御
同
朋
の
社
会
を
め
ざ
す
運
動
」 中

央
委
員
会
報
告 

十
一
月
三
十
日
、
本
願
寺
伝
道
本
部
二
階
研
修
室
に
お
い
て
、
二
〇
一
七
年

度
第
二
回
「
御
同
朋
の
社
会
を
め
ざ
す
運
動
」
中
央
委
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。 

 

中
央
委
員
会
は
、
宗
務
機
関
、
宗
門
関
係
団
体
、
教
区
・
特
区
委
員
会
を
代

表
す
る
五
十
名
以
内
の
委
員
で
組
織
さ
れ
、
実
践
運
動
の
総
合
計
画
及
び
年

度
ご
と
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
計
画
を
含
む
実
践
運
動
全
体
の
成
果
を

点
検
・
総
括
し
、
ま
た
、｢

意
見
具
申｣
及
び
一
般
社
会
の
諸
課
題
に
つ
い
て
協

議
す
る
こ
と
が
主
な
所
掌
事
項
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

は
じ
め
に
、
宗
門
総
合
振
興
計
画
な
ら
び
に
「
御
同
朋
の
社
会
を
め
ざ
す
運

動
」（
実
践
運
動
）・
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
状
況
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
、

続
い
て
、『「
御
同
朋
の
社
会
を
め
ざ
す
運
動
」（
実
践
運
動
）
総
合
基
本
計
画
・

重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
改
定
、「
意
見
具
申
」
に
つ
い
て
協
議
が
な
さ
れ
ま
し

た
。
最
後
に
、「
子
ど
も
の
貧
困
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
特
別
講
義
が
あ
り

ま
し
た
。 

協
議
の
中
心
は
、
伝
灯
奉
告
法
要
の
ご
消
息
披
露
総
局
巡
回
に
併
せ
て
全

教
区
で
開
催
さ
れ
た
「
公
聴
会
」、
ま
た
各
教
区
委
員
会
よ
り
提
出
さ
れ
た
意

見
集
約
を
も
と
に
現
在
策
定
中
の
『
実
践
運
動
総
合
基
本
計
画
・
重
点
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
』
改
定
案
に
つ
い
て
で
し
た
。
改
定
案
に
は
、
来
年
度
よ
り
「
貧
困
問

題
の
克
服
に
取
り
組
む
～
子
ど
も
の
貧
困
を
中
心
に
～
」
を
宗
門
の
重
点
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
実
践
目
標
」
に
定
め
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。 

委
員
か
ら
は
、「『
平
和
に
関
す
る
論
点
整
理
』
を
テ
ー
マ
と
し
た
公
聴
会
の

意
見
集
約
を
受
け
て
の
『
平
和
貢
献
策
』
と
し
て
貧
困
問
題
に
取
り
組
む
と
の

こ
と
だ
が
、
非
戦
平
和
へ
の
取
り
組
み
は
、
直
接
的
に
は
『
戦
争
』
を
視
野
に

入
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
。
宗
門
と
し
て
貧
困
問
題
に
取
り

組
む
根
拠
を
納
得
で
き
る
形
で
示
し
て
ほ
し
い
」
、
「
今
の
政
治
や
国
の
あ
り

方
に
対
し
て
立
場
を
示
せ
な
い
教
団
は
真
俗
二
諦
の
課
題
を
い
ま
だ
抱
え
た

ま
ま
で
あ
る
。
そ
う
い
う
教
団
が
貧
困
問
題
に
ど
の
よ
う
な
ス
タ
ン
ス
で
関

わ
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
」、「
宗
門
の
実
践
目
標
に
掲
げ
た
と
し
て
も
、
そ
れ

を
全
教
区
・
全
組
で
も
取
り
組
め
と
い
う
の
は
運
動
の
押
し
つ
け
で
は
な
い

か
。
組
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
助
成
金
の
交
付
申
請
（
実
施
報
告
）
が
四
割

程
度
に
し
か
満
た
な
い
の
は
、
中
央
の
運
動
の
進
め
方
が
教
区
・
組
の
現
場
と

乖
離
し
て
い
る
こ
と
の
現
れ
と
も
言
え
る
。
教
区
・
組
の
運
動
の
主
体
性
を
失

わ
せ
、
混
乱
を
招
き
、
士
気
を
低
下
さ
せ
る
よ
う
な
中
央
の
あ
り
方
を
見
直
し

て
ほ
し
い
」
な
ど
の
意
見
、
要
望
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
意
見
に
対
し

て
、
総
合
研
究
所
長
か
ら
は
、「
貧
困
の
克
服
は
平
和
実
現
の
た
め
に
必
要
不

可
欠
な
条
件
。
今
回
は
『
経
済
格
差
・
貧
困
の
克
服
』
を
掲
げ
て
い
る
が
、
宗

門
の
課
題
が
多
岐
に
わ
た
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。
他
の
課
題
に
取
り
組

ま
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
」
と
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。
重
点
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
推
進
室
部
長
か
ら
は
、
「
来
年
度
か
ら
二
年
の
推
進
期
間
に
お
い
て
は
、

『
貧
困
問
題
』
を
教
区
・
組
の
実
践
目
標
に
設
定
し
て
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き

た
い
。
今
年
度
中
に
全
教
区
を
巡
回
し
、
周
知
徹
底
を
は
か
る
と
と
も
に
、
教

区
・
組
に
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
担
当
者
を
置
く
こ
と
も
提
案
し
た
い
」
と
の

回
答
が
な
さ
れ
ま
し
た
。 

 

今
回
、
福
岡
教
区
よ
り
「
差
別
問
題
に
関
す
る
僧
侶
意
識
調
査
の
実
施
を
求

め
る
」
意
見
具
申
が
中
央
委
員
会
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
具
体
的
な
回
答
は

な
く
、
ほ
と
ん
ど
「
無
視
」
と
言
っ
て
も
よ
い
対
応
で
し
た
。
意
見
具
申
が
、

文
字
通
り
「
意
見
を
申
し
述
べ
る
」
だ
け
に
終
わ
っ
て
い
る
現
状
が
あ
り
ま
す
。

教
区
・
組
の
現
場
か
ら
の
声
を
無
視
し
続
け
る
教
団
中
枢
の
姿
勢
が
問
わ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
で
は
、
中
央
と
地
方
の
運
動
が
ま
す
ま
す
乖
離
し
て
い

く
の
で
は
な
い
か
と
危
惧
し
ま
す
。 

【「
御
同
朋
の
社
会
を
め
ざ
す
運
動
」
教
区
委
員
会
副
委
員
長
・ 

中
央
委
員
会
委
員 

林 

史
樹
】 



 

4 

 

 

ラジオ放送～西本願寺の時間～ 

『みほとけとともに』 
      北日本放送（ＫＮＢ）・７３８kHz. 
◎毎週土曜日（本 山 制 作）午前 6:15～6:25 
□第２・４日曜日（富山・高岡制作）午前 6:00～6:10 

 

□12／24（日）：弓部裕明氏 

（高岡教区氷見組明覚寺） 

◎12／30（土）：徂徠 真弓氏 

（奈良県西光寺坊守） 

「2 01 7 年 を振 り返 って」  

◎１／６（土）：本多 隆朗氏 

（本願寺 執行長） 

「年 頭 の挨 拶 」 

◎１／13（土）：中川 清昭氏 

（本願寺派布教使・福岡県願應寺住職） 

「人 は一 人 では生 きていけない」  

□１／14（日）：未  定 

（富山教区） 

◎１／20（土）：中川 清昭氏 

（本願寺派布教使・福岡県願應寺住職） 

「鏡 に写 った自 分 」  

◎１／27（土）：中川 清昭氏 

（本願寺派布教使・福岡県願應寺住職） 

「人 と繋 がりをもつこと」  

【西本願寺高岡会館１月の常例法座】 

ご講師：林  要 順 氏 

（高岡教区砺波組明覚寺） 

ご講題：『阿弥陀様に照らされた生活』 
 午後１時２０分頃からビデオ上映、２

時からお正信偈六首引のお勤めです。ど

うぞお誘いあわせてお参りください。  

【西本願寺高岡会館５月の常例法座】 

ご講師：   小 川 眞 理 子  氏 

（ 岐 阜 教 区 ・ 等 光 寺 ） 

ご講題：『 御 同 朋 の ね が い 』  
午後１時２０分頃からビデオ上映、２時

からお正信偈六首引のお勤めです。どう

ぞお誘いあわせてお参りください。  

   ◇これからの日程（12/18～1/19）◇  

 12 月 教区・財団行事 教化団体・組行事  

 

18 

20 

21 

23 

25 

 

26 

27 

28 

 

 

 

 

 

1 月 

９ 

14 

 

 

 

 

 

 

18 

19 

 

 

 

 

 

 

聖典セミナー 

 

午後から事務休業 

（～９日） 

 

 

 

 

 

教務所事務開始 

常例法座 

 

 

 

 

 

 

聖典セミナー 

教区新年会 

 

総代会常任・幹事会 

仏婦世界大会打合（本山） 

門推世話役会 

仏の子どものつどい 

福島ボランティア活動 

（～27 日） 

 

長寿苑ビハーラ活動 

 

 

 

 

 

 

 

コーラス（昼） 

 

 

 

 

 

 

 

寺女役員会 

組総代会担当者会議 

 

     

     

      

    

１２月２８日の午

後より、１月８日

まで、教務所事務

休業いたします。 

１月１４日～１６
日まで、親鸞聖人
御正忌報恩講のた
め教務所事務休業
いたします。（常例
法座はございま
す） 

☆お知らせ☆ 
『法輪せんべい』販売について 

お茶菓子やご法事・ご法座の折のお扱いにいかがでしょ

うか。お申し込み先は下記のとおり。 

FAX.でのお申し込みも承ります。どうぞご利用下さい。  

一袋二枚入りで価格は次の通り 

 

・特大箱（１７０袋）  ８，３００円 
 

・１ 組 （１０袋）    ５００円 

 

お申込み先は・・・高岡市東上関４４６ 高岡教務所内 

（寺族青年会担当） 

Tel.(050)5587-7708（代表）  

    メール hourin18@gmail.com 

 


